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序章（はじめに） 

この計画は、釧網線（釧路～網走間）を維持･活性化するため、当面の２年間で   

ＪＲ北海道と地域の関係者が一体となって取り組む内容を事業計画（アクションプラ

ン）としてまとめたものである。 

第１章 基本的事項 

(1) 策定経緯 

 ○ 厳しい経営状況におかれたＪＲ北海道は、平成 28 年 11 月に単独では維持困難

な線区を公表して、地域の関係者と協議を行ってきた。 

○ このような中、平成 30 年７月国土交通省は、ＪＲ北海道に対し、「ＪＲ北海道

の経営改善に向けた取組」を着実に進めるよう監督命令を発出した。 

○ 監督命令に基づき、平成 31 年度及び 32 年度を「第１期集中改革期間」とし、

ＪＲ北海道と地域の関係者が一体となって、利用促進やコスト削減などに取り組

むとともに、持続的な鉄道網の確立に向け徹底的な検討を行うため、事業計画（ア

クションプラン）を策定することとした。 

(2) 位置づけ 

○ この事業計画（アクションプラン）は、ＪＲ北海道の徹底した経営努力を前提

として、鉄道を持続的に維持する仕組みを構築するために、監督命令を受けた 

ＪＲ北海道と地域の関係者が協力しながら、「監督命令」で命じられた「第１期

集中改革期間」の２年間に具体的に取り組む内容を記載したものである。 

○ 将来に向けて線区の持続性を確保するため、この計画を共に取り組むことを通

して、ＪＲ北海道と地域の関係者が一体となって取り組む気運を醸成する。 

(3) 推進母体 

 ○ ＪＲ北海道を代表とする委員会を設置し、地域の関係者の協力を得ながら取り

組む。 

○ このため、事業計画（アクションプラン）の推進を目的とする「釧網線アクシ

ョンプラン実行委員会」（以下「委員会」）及び事務レベルの「幹事会」を設置す

る。 
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※ 釧網線アクションプラン実行委員会及び幹事会について 

① 取組主体 ＪＲ北海道（委員会事務局） 

② 関係者 

○ 「ＪＲ釧網本線維持活性化沿線協議会」構成市町村の首長（委員会）、 

担当者（幹事会） 

・ 沿線市町村（駅のある市町村） 

釧路市、釧路町、標茶町、弟子屈町、清里町、斜里町、小清水町、網走市 

・ 周辺市町村（釧網線の周辺に位置し関係する市町村） 

鶴居村 

○ 外部事業者 

・ WILLER 株式会社 

   ○ 広域行政機関 

 ・ 北海道 

   ○ オブザーバー 

    ・ 国土交通省 

(4) その他 

○ 釧網線の線区としての区間は東釧路～網走間であるが、この計画での取組区間

は釧路～網走間とする。 

第２章 釧網線のおかれた状況 

(1) 関係市町村の状況 

○ 別添資料 １～３ページのとおり 

(2) 釧網線の状況 

○ 別添資料 ４～18 ページのとおり 

(3) これまでの協議状況 

○ 平成 28 年 11 月 18 日ＪＲ北海道が「当社単独では維持困難な線区」を公表し

た後、関係者の間で、釧網線における持続的な鉄道網のあり方について議論が行

われてきた。 

○ ＪＲ北海道は、釧網線を維持していきたいと考えているものの、単独では維持

することが困難な状況にあることから、持続可能な交通体系のあり方について地

域の皆様に問題提起を行った。 

○ 北海道は、「鉄道ネットワーク･ワーキングチーム･フォローアップ会議」を開

催し、地域での議論を踏まえて「北海道の将来を見据えた鉄道網（維持困難線区）

のあり方について」をとりまとめるとともに、平成 30 年３月にはこれを踏まえ
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て「北海道交通政策総合指針」を策定した。 

○ これらの中では、釧網線は次のとおり位置づけられた。 

① 釧網線の現状 

○ 沿線に４つの国立、国定公園や世界遺産･知床を有し、世界的に貴重な釧 

路湿原を間近に体感できるなど、来道外国人観光客の鉄道利用が増えつつ 

ある中、道東方面の観光振興にとって大きな可能性を有する路線である。 

沿線地域は国の広域観光周遊ルートに指定されているが、並行する高規格 

幹線道路の計画はなく、今後、インバウンド等による交流人口の飛躍的な 

拡大に向け、本線区が重要な役割を果たすことが期待される。

○ 通学や通院など住民の日常生活で利用されているが、一般利用の少ない 

区間もある。

② 釧網線のあり方について 

○ 観光客の利用だけで鉄道を維持していくことは難しいことから、関係機 

関が一体となって、観光路線としての特性をさらに発揮するよう取組を行 

うとともに、地域における負担等も含めた検討･協議を進めながら、路線の 

維持に最大限努めていくことが必要と考える。 

○ また、平成 29 年３月にはオホーツク圏活性化期成会釧網本線部会、平成 29 年

４月には釧路地方総合開発促進期成会ＪＲ花咲線･釧網線特別委員会、平成 30 年

３月には合同のＪＲ釧網本線維持活性化沿線協議会が設置され、地域における釧

網線の維持存続に向けた協議が進められた。 

○ 平成 30 年７月 27 日には、国土交通省からＪＲ北海道に対して「ＪＲ北海道の

経営改善について」監督命令が発出され、ＪＲ北海道の経営改善に向けた取組を

前提として鉄道を持続的に維持する仕組みの構築が必要な線区に対する方針が

示された。 

○ 監督命令は、ＪＲ北海道に対し、「維持する仕組み」を構築していくための前

提として、平成 31 年度及び平成 32 年度を「第１期集中改革期間」として、当社

と地域の関係者が一体となって、利用促進や経費節減等に取り組み、持続的な鉄

道網の確立に向け、２次交通を含めたあるべき交通体系について、徹底的に検討

を行うことを命じた内容となっている。 

〇 ＪＲ北海道は、監督命令を厳粛に受けとめ、北海道交通政策総合指針を尊重す

る所存であり、釧網線を維持するため、地域の関係者のご理解とご協力を得なが

ら、２年間の取組を事業計画として策定し履行する。 
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第３章 取組方針 

○ ＪＲ北海道は、徹底した経営努力を前提として、鉄道を持続的に維持する仕組み

の構築を行うために、地域の関係者のご協力を得ながら、地域の関係者と一体とな

り、以下の取組を進める。 

(1) 目的 

○ 釧網線を持続的に維持していくためには釧網線の収入を増やし経費を節減す

ることが必要不可欠である。 

○ このため、ＪＲ北海道と地域の関係者は、この計画を進めることにより、収支

改善に資する具体的な取組を進める。また、これにより、ＪＲ北海道と地域の関

係者が一体となって取り組む気運を醸成する。 

※ なお、収支改善については、この計画による具体的取組以外にも、長期的な利

用者の減少傾向や設備投資による減価償却費の増減など、様々な変動要素が考え

られるが、これらの要素を分析し、状況を把握することとする。 

(2) 基本指標 

 ○ 計画開始前の基本指標は次のとおりである。基本指標とあわせ関連指標の推移

も確認しながら進める。 

① 収支状況（東釧路～網走間） 

平成 29 年度（計画開始前）  △1,497 百万円 

（営業収益 286 百万円、営業費用 1,783 百万円） 

② 輸送密度（東釧路～網走間） 

昭和 62 年度（国鉄分割民営化時） 846 人/日 

平成 29 年度（計画開始前）    374 人/日 

※ 関連指標 

駅別乗車人員、列車別乗車人員、駅間別乗車人員、駅間通過人員、定期券発

売枚数 等 

○ ＪＲ北海道は、釧網線の基本指標について、長期減少傾向がある中でも、本計

画の取組開始前と同水準を維持したいと考えている。検証の際は、以下の基本指

標とともに、駅間輸送人員や発売実績などの関連指標も参考とする。 

① 収支状況（目標）  

平成 32 年度（計画終了時期）△1,497 百万円 

  ② 輸送密度（目標） 

  平成 32 年度（計画終了時期） 374 人/日 
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第４章 具体的取組内容 

(1) 基本方針 

○ 日常の生活利用の観点から、地域住民の皆様へのマイレール意識の醸成を進め

る。 

○ 国内外から釧網線にお越しいただくための取組や、外部事業者との連携などに

より、観光線区としての線区特性を最大限発揮する。 

(2) 具体的取組内容 

○ 取組内容の構成は以下のとおり。また、具体的取組は別紙のとおりである。 

・ 「利用促進」「経費節減」の二つの観点から整理する。 

・ 「利用促進」については、ご利用形態に即して「共通」「生活利用」「観光利

用」「広域交通」に分類して整理する。 

・ それぞれの取組内容について事業主体と具体的な取組内容を記述する。 

・ 第２期集中改革期間に向けた検討内容についても記述する。 

(1)利用実態調査

(2)輸送サービスの向上

(3)マイレール意識の醸成

(4)他の交通機関等との連携

(5)拠点としての駅の活用

(6)当社の行き届かない取組に対するご協力

(7)全道利用促進取組との連携

(1)お客様サービスの向上

(2)公共交通の利用促進

(1)国内外から釧網線にお越しいただくための取組

(2)外部事業者との連携

(3)地域の皆様と連携した取組の推進

(1)出張等での鉄道利用

(1)業務の一部をお願いすることによる経費圧縮のご相談

(2)コストダウンの取組に対するご理解

取
組
内
容

利用促進 共通

生活利用

観光利用

広域交通

経費節減

第２期集中改革期間に向けた
取組内容の検討
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第５章 今後の進め方 

○ この事業計画（アクションプラン）は、ＪＲ北海道と地域の関係者が一体とな

って取り組むものとする。 

○ 事業計画（アクションプラン）は、ＰＤＣＡサイクルに基づき必要な見直しを

行いながら進める。具体的には、基本指標、関連指標や計画に盛り込まれた取組

内容に基づき、利用促進や経費節減に向けた取組の実施結果、指標の推移状況に

ついて、委員会･幹事会において状況報告･意見交換や取組状況の検証を行う。 

○ こうした状況報告･意見交換や取組状況の検証を踏まえ、必要に応じて事業計

画（アクションプラン）の見直しを行うとともに、基本指標についても年度実績

を基に必要により見直しを検討する。 

○ 平成 32 年度末を目処に着実な取組が行われていることを前提として、第２期

集中改革期間に移行する。 

○ この際には、第１期集中改革期間の取組状況や検証結果を反映した、第２期集

中改革期間の事業計画（アクションプラン）を策定するものとする。 

○ 集中改革期間の最終年度（平成 35 年度）には総括的な検証を行う。 

Ｐ(ＰＬＡＮ)：計画（目標及び計画の策定） 

Ｄ(ＤＯ)：実行（取組の実施） 

Ｃ(ＣＨＥＣＫ)：点検･評価（取組状況や効果の把握･評価(委員会での意見を踏まえ改善する)） 

Ａ(ＡＣＴＩＯＮ)：見直し（取組の改善･見直し(年度毎に利用促進策やコスト削減策等を見直す)） 

30年度 33年度 34年度 35年度 36年度

Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

事業計画完成･公表 ●

委員会･幹事会の設置 ●

取組の実施

　状況報告･意見交換 ・ ・ ・ ・

Ｃ 　取組状況の検証 ・ ・ ・ ●

Ａ／Ｐ 　必要な見直し ・ ・ ・ ●

見直した取組の実施

　状況報告･意見交換 ・ ・ ・ ・

Ｃ 第１期の検証 ・ ・ ・ ●

Ａ／Ｐ 第２期の事業計画の策定 ・ ・ ・ ●

Ｄ 第２期に移行 ●

Ｃ 総括的な検証 ●

Ａ 持続可能な交通体系

●：委員会、・：幹事会

Ｐ

Ｄ

Ｄ

第１期集中改革期間 第２期集中改革期間

平成31年度 平成32年度
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Ⅰ．利用促進
１ 共通

上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期

(1) 利用実態調査 ①統計値では掌握しがたいお客様の層等を掌握するため ＪＲ北海道

　実態調査の新設 全自治体

(2) 輸送サービスの向上 ①限りある車両でどのようなダイヤがよいか、地域の皆様 ＪＲ北海道

　のご意見をお聞きする意見交換の実施 全自治体

(3) マイレール意識の醸成 ①ＪＲ北海道問題に対する関心を高める取組

ア．広報誌やホームページ等を活用し鉄道特集記事 全自治体

を掲載 その他

イ　マイレール運動の提唱 自治体

ウ　シンポジウム、意見交換会等の実施 全自治体

その他

エ　フォトコンテスト等の実施 全自治体

②「COOL　CHOICE」の取組みやノーマイカーデー等実 自治体

　施による鉄道利用促進

③リーフレットの作成 ＪＲ北海道

　線区の状況、利用のお願い、集中改革期間の内容等

　について　利用者にご理解いただく資料の作成

④出前教室等の実施 ＪＲ北海道

　教育現場にＪＲ社員が赴く出前勉強会や駅の課外授業 全自治体

　受け入れ等で線区に関すＰＲを行う

取組内容 事業主体

スケジュール

H29 H30 H31 H32

釧網線　具体的取組
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上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期

ア．社会教育の一環として釧網線に乗車、線区に関する 自治体

　説明やＰＲを行う

⑤小学生による駅舎ペインティング 自治体

⑥生活科見学の一環としてＪＲ体験乗車の実施 自治体

(4) 他の交通機関等との連携 ①バス、タクシー等との相互連携の推進

ア．ダイヤ改正時のダイヤの相互連絡の改善 全自治体

ＪＲ北海道

その他

(5) 拠点としての駅の活用 ①地域の皆様のご協力による観光案内所･売店･飲食 自治体

　店等の設置 ＪＲ北海道

②駅舎の整備

ア．待合室、ホーム屋根、トイレ等の駅設備の新設･改修 自治体

ＪＲ北海道

イ．Wi-Fi環境の整備･管理 自治体
ＪＲ北海道

③駅前の整備
ア．駅前広場の整備 自治体

④駅の活用

ア．特色ある駅舎の整備 ＪＲ北海道
自治体

イ．駅の空スペースを事務所・会議室等として開放 自治体

　し、鉄道利用を促す取組

⑤駅を中心としたにぎわい創出

ア．駅周辺に店舗･公共施設等の設置の拡大 自治体

　 その他

(6) 当社の行き届かない取組 ①駅の環境美化の取り組み 自治体

に対するご協力

(7) 全道利用促進取組との連携 ①北海道鉄道活性化協議会との連携 全自治体

JR北海道

取組内容 事業主体

スケジュール

H29 H30 H31 H32

釧網線　具体的取組
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２ 生活利用

上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期

(1) お客様サービスの向上 ①「スマホ定期券」の活用 ＪＲ北海道

②サービスレベルの向上
・大規模輸送障害発生時等の運休等の情報内容の ＪＲ北海道
充実  

(2) 公共交通の利用促進 ①マイレール意識の醸成に向け鉄道利用をよびかける 自治体

とともに乗車運賃等への助成

②学生の通学定期券購入に対する助成制度の検討 自治体

釧網線　具体的取組

取組内容 事業主体

スケジュール

H29 H30 H31 H32
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３ 観光利用

上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期
(1) 国内外から釧網線にお越 ①商品造成やキャンペーンの実施
しいただくための取組 ア．夏･冬の道東キャンペーンの実施、利用増 ＪＲ北海道

イ．観光型旅行商品の造成｢道東周遊紀行｣の継続、 ＪＲ北海道
　増売

ウ．LCCと釧網本線をセットした商品の継続・増売 ＪＲ北海道
その他

エ．鉄道を利用する観光客への助成 自治体

ＪＲ北海道

オ．駅を発着し観光地･観光施設を巡るバスの運行 自治体

その他

②観光列車の運行

ア．くしろ湿原ノロッコ号の利用増、運行に対するご ＪＲ北海道

　協力 自治体

その他

イ．ＳＬ冬の湿原号の利用増、運行に対するご協力、 ＪＲ北海道

　　ＳＬ協議会開催 自治体

その他

釧網線　具体的取組

スケジュール

H29 H30 H31 H32取組内容 事業主体
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上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期

ウ．流氷物語号の利用増、運行に対するご協力 ＪＲ北海道

自治体

その他

③閑散期の需要創出

ア． 「フリーパス」等を活用した釧網線利用促進の取組 ＪＲ北海道

④宣伝協力

ア．札幌駅や新千歳空港駅等での宣伝協力 ＪＲ北海道
全自治体

⑤その他

ア．スマホを使った観光案内･外国語対応の実施 ＪＲ北海道

(2) 外部事業者との連携 ①観光鉄道としての利用促進の取組 全自治体

WILLER

ＪＲ北海道

その他

(3) 地域の皆様と連携した取組の推進 ①観光資源の積極的な活用 自治体

ＪＲ北海道

その他

②観光列車等利用促進や、駅装飾等にぎわいの創出に 自治体

取り組む市民団体等に対する助成 その他

③沿線でのイベント･施設などに関する情報共有や利用の 全自治体

　働きかけ その他

④ヘルシーウォーキングやエコツーリズム推進に伴う ＪＲ北海道

　ロングトレイル構想による利用促進 自治体

⑤釧網線とアクティビティをセットしたサービスの展開 ＪＲ北海道

　温泉･カヌー体験等 その他

⑥鉄道を利用した長期滞在者との交流事業 自治体

⑦「オホーツクSEA　TO　SUMMIT」の開催において、釧網 自治体

　線を活用したコース設定により、釧網線のPRと利用促 その他

　進を図る ＪＲ北海道

釧網線　具体的取組
スケジュール

H29 H30 H31 H32取組内容 事業主体
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４ 広域交通

上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期
(1) 出張等での鉄道利用 ①官公庁、域内事業者等による、出張等での鉄道利用 全自治体

　の促進 その他

釧網線　具体的取組

スケジュール

H29 H30 H31 H32取組内容 事業主体
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Ⅱ．経費節減

上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期

(1) 業務の一部をお願いすることによ ①業務委託のご相談

る経費圧縮のご相談 ア．乗車券の発売 自治体

イ．観光案内や通訳業務　等 その他

②業務のお手伝いのお願い

ア．無人駅の施設管理 自治体

イ．除雪係員確保のお願い　等 自治体

(2) コストダウンの取組に対するご理解①極端にご利用の少ない駅の廃止について各自治体と 自治体

　の協議 ＪＲ北海道

②極端にご利用の少ない踏切の見直しについて各自治体 自治体

　との協議 ＪＲ北海道

釧網線　具体的取組

スケジュール

H29 H30 H31 H32取組内容 事業主体
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Ⅲ．第２期集中改革期間に向けた取組内容の検討

上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期

(1) あるべき交通体系について徹底 ①あるべき交通体系について地域の皆様と検討の開始 全自治体

的な検討 　 ＪＲ北海道

②２次交通との連携に向けた検討 全自治体

　ア　鉄道とバスの連携による相互に成り立つ仕組み作り ＪＲ北海道

　に向けた検討の開始 その他

　イ　地域公共交通網形成計画の策定 自治体

　鉄道、バスなどの連携による地域に 最適な公共交通 ＪＲ北海道

の検討 その他

(2) 中長期的な利用促進施策につい ①中長期的視野に立った利用促進施策の検討 全自治体

ての検討 　 ＪＲ北海道

その他

(3) 中長期的な経費節減策について ①中長期的な視点に立った設備スリム化の可能性について 全自治体

の検討 　検討 ＪＲ北海道

　 その他

(4) 中長期的な街づくりについて ①駅を中心とした都心部まちづくりの検討 自治体
の検討 ＪＲ北海道

　 その他

(5) その他地域の皆様と一体とな ①相互連携の検討 全自治体

った取り組み 　 ＪＲ北海道

　 その他

釧網線　具体的取組

H31 H32取組内容 事業主体

スケジュール

H29 H30
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①総人口の推移［年齢別］

②市町村別人口の推移

③市町村別通学年齢人口（15～19歳）の推移

（１）関係市町村の状況

【別添資料】

①沿線地図

②沿革

③諸元

④ご利用状況の推移（輸送密度の推移）

⑤定期列車本数の推移

⑥駅別乗車人員

⑦列車別乗車人員

⑧駅間別乗車人員

⑨駅間通過人員

⑩定期券発売枚数

⑪線区別収支

⑫土木構造物の概況

⑬土木構造物の大規模修繕・更新費用

⑭車両の更新費用

（２）釧網線の状況

・・・・ １ページ

・・・・ ２ページ

・・・・ ３ページ

・・・・ ４ページ

・・・・ ５ページ

・・・・ ５パージ

・・・・ ６ページ

・・・・ ７ページ

・・・・ ８ページ

・・・・ ９ページ

・・・・ 10ページ

・・・・ 11ページ

・・・・ 12ページ

・・・・ 13ページ

・・・・14～16ページ

・・・・ 17ページ

・・・・ 18ページ

：ご利用されるお客様の１日１㎞あたりの平均人数
：特定日の調査における、実際にご乗車されたお客様の駅ごとの人数（直近５年間の平均）
：特定日の調査における、実際にご乗車されたお客様の列車ごとの人数
：特定日の調査における、実際にご乗車されたお客様の駅間ごとの人数
：きっぷの発売状況に基づく、１日あたりのお客様の駅間ごとの人数
：１か月あたりの各駅相互間の通勤・通学定期券の発売枚数

注）
各データとも平成29年度
④輸送密度
⑥駅別乗車人員
⑦列車別乗車人員
⑧駅間別乗車人員
⑨駅間通過人員
⑩定期券月平均発売枚数



（１）関係市町村の状況

（出典）
・2000年以前 住民基本台帳人口・世帯数【北海道地域振興局町村課】
・2005年～2015年 振興局市区町村別年齢５歳階級別人口【北海道地域振興局町村課】
・2020年以降 日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）【国立社会保障・人口問題研究所】
※2005年以前の釧路市には阿寒町・音別町の実績を含む。

釧網線（釧路～網走間）の関係市町

村の総人口は、約26.5万人（2018年）

である。

その推移をみると、全体的に減少傾

向が続いており、ＪＲ北海道発足時

（1987年）と比較すると、2018年で

21.2％減少し、2030年（推計）では

33.2％減少が見込まれる。

年齢別では、年齢別人口が公表さ

れた2002年と比較すると65歳以上が

増加しており、2018年で47.7％増、

2030年（推計）では49.8％増が見込ま

れている。一方で、通学定期の主な対

象者である15～19歳は2018年で-

36.9％、2030年（推計）では-55.4％と

半減することが見込まれている。

市町別では釧路町を除く市町で人

口が減少しており、今後も減少が予測

されている。また釧路町も2003年以降

は減少に転じている。15～19歳の人

口は、各市町村とも大幅に減少してお

り、今後もさらに減少することが予測さ

れている。
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①総人口の推移〔年齢別〕
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②市町村別人口の推移

（市）

（町）

（千人）

（千人）

（年） （年）

（出典）
・2018年以前 住民基本台帳人口・世帯数【北海道地域振興局町村課】
・2020年以降 日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）【国立社会保障・人口問題研究所】
※2005年以前の釧路市には阿寒町・音別町の実績を含む。
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③市町村別通学年齢人口（15～19歳）の推移

（市）

（町）

（千人）

（千人）

（年） （年）

（出典）
・2018年以前 振興局市区町村別年齢５歳階級別人口【北海道地域振興局町村課】
・2020年以降 日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）【国立社会保障・人口問題研究所】
※2005年以前の釧路市には阿寒町・音別町の実績を含む。
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（２）釧網線（東釧路～網走間） の状況

①沿線地図
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②沿革

③諸元（2018年4月1日現在）
・区間 東釧路～網走
・営業キロ 166.2km
・列車本数 上下18本
・駅数 26駅 （うち有人4駅） （うち臨時1駅）
・沿線自治体 釧路市、釧路町、標茶町、弟子屈町、

清里町、斜里町、小清水町、網走市

・釧網線東釧路・網走間は網走線として建設され、段階的に
開業しながら、１９３１年（昭和６年）に開業しました。
全線が開業して８７年を経過しています。主な開業年と
開業区間は下表となっています。

開業年 開業区間

１９２４（大正１３） 網走～北浜

１９２５（大正１４） 北浜～斜里（現知床斜里）

１９２７（昭和２） 釧路～標茶

１９２９（昭和４） 標茶～弟子屈（現摩周）、斜里～札鶴（現札弦）

１９３１（昭和６） 弟子屈（現摩周）～札鶴（現札弦）
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④ご利用状況の推移（輸送密度の推移）④ご利用状況の推移（輸送密度の推移）

■釧網線（東釧路・網走間） （昭和50・55・60年度、昭和62年度～平成29年度）
（人/ｷﾛ/日）

日本国有鉄道経営再建促進特別措置法
施行令第３条に基づくバス転換基準

※H29は、「北海道レールパス」等のご利用
状況の調査結果を踏まえ、輸送密度の
計上方法を見直しました。
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（本）
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H28年3月、一般気動車の老朽・劣化に伴い減便
（北海道内の普通列車79本）

⑤定期列車本数の推移（各年4月時点の本数）⑤定期列車本数の推移（各年4月時点の本数）
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■釧網線（東釧路・網走間）

⑥駅別乗車人員（特定日調査(平日)に基づく）⑥駅別乗車人員（特定日調査(平日)に基づく）
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列車番号 列車番号

4737D
（知床斜里行）

4738D
（釧路発）

4730D
（釧路発）

4732D
（釧路発）

4734D
（釧路発）

4721D
（釧路行）

4723D
（釧路行）

4725D
（釧路行）

3727D
（釧路行）

4735D
（知床斜里行）

4736D
（釧路発）

4729D
（釧路行）

4731D
（釧路行）

4733D
（釧路行）

4722D
（知床斜里発）

4724D
（縁発）

4726D
（釧路発）

3728D
（釧路発）
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■釧網線（東釧路・網走間）

⑦列車別乗車人員（平成29年度特定日調査(平日)に基づく）⑦列車別乗車人員（平成29年度特定日調査(平日)に基づく）
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（人）

■釧網線（東釧路・網走間）

※五十石駅は平成29年3月4日に廃止しております。
※原生花園駅は調査当日、営業期間外のため記載しておりません。

東
釧
路

遠
矢

釧
路
湿
原

細
岡

塘
路

茅
沼

標
茶

磯
分
内

南
弟
子
屈

摩
周

美
留
和

川
湯
温
泉

緑札
弦

清
里
町

南
斜
里

中
斜
里

知
床
斜
里

止
別

浜
小
清
水

北
浜

藻
琴

鱒
浦

桂
台

網
走

11

10



497 489 468 467 

259 258 209 203 203 181 179 161 165 178 187 187 186 228 236 
246 249 252 259 257 238 

203 205 205 205 

208 206 
35 30 28 5 5 0 0 7 87 87 95 

189 195 213 212 
224 237 238 

73 

700 694 673 672 

467 464 

244 233 231 
186 184 161 165 186 274 

274 281 
417 

431 460 461 
476 496 495 

310 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

定期

定期外

⑨駅間通過人員[１日あたり平均（平成29年度）]⑨駅間通過人員[１日あたり平均（平成29年度）]

■釧網線（東釧路・網走間）
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※端数処理のため合計値が合わない場合があります。
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■釧網線（東釧路・網走間）

凡例： 通学定期券月平均発売枚数

通勤定期券月平均発売枚数

※１ヶ月定期は１枚、３ヶ月定期は３枚、６ヶ月定期は６枚として集計

※経路は最も安価な経路で集計

※小数点第１位未満は四捨五入

※五十石駅は平成２９年３月４日廃止

⑩定期券発売枚数 （平成29年度）⑩定期券発売枚数 （平成29年度）

（単位：枚）
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220 182 
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26 
28 

諸税

その他（管理費など）

減価償却費

施設の維持や修繕等に係る費用

車両の維持や修繕等に係る費用

輸送に直接必要な費用

収 入
306百万円

費 用
1,802百万円

損 益
▲1,497百万円

【平成28年度】

損 益
▲1,497百万円

【平成29年度】

収 入
286百万円

費 用
1,783百万円

（百万円）

⑪線区別収支⑪線区別収支

■釧網線（東釧路・網走間）

※端数処理のため合計値が合わない場合が
あります。

※平成29年度は、「北海道レールパス」等の収入
と車両に関する減価償却費の計上方法を
見直しています。
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⑫土木構造物の概況

※平成29年１月現在

橋りょうの経年および材質

トンネルの経年および材質

■釧網線（東釧路・網走間）
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（大規模修繕・更新の一例）

【鋼橋の腐食対策】
釧網線 東釧路・網走間:８億円

・ 広範囲にわたって腐食が進むと、橋
りょうの寿命が短くなる

・ 経年の進行を踏まえ、鋼橋を永続的に
使用するため、定期的な塗装の塗替えを
実施

【鋼橋の亀裂対策】
釧網線 東釧路・網走間:３億円

・ 経年が進むにつれて、桁に亀裂が発生
することがある

・ 亀裂発生を防ぐ予防的な措置として、
亀裂の原因となる橋桁を支える台座部分
（支承部）の不具合の修繕を事前に実施

○ 橋りょう

腐食

亀裂

腐食が発生した橋りょう

亀裂が発生した橋りょう

支承部の
不具合を

事前に修繕

（例：根室線 東滝川・赤平間 第３空知川橋りょう）

（例：石北線 丸瀬布・瀬戸瀬間 金山湧別川橋りょう）
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（大規模修繕・更新の一例）

○ トンネル

【覆工材料の劣化・剥落対策】
釧網線 東釧路・網走間:２０億円

・ れんが等で造られた古いブロック積み
トンネルは、ブロック本体およびブロッ
ク同士をつなぐ目地材料の劣化が進んで
いる

・ れんが等の覆工材料の剥落を防止し、
トンネルの寿命を延ばすため、覆工の改
築・補強工事を実施

ネットによる
落下防止

劣化したれんがトンネル
（例：石北線 生田原・西留辺蘂間 常紋トンネル）
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⑬土木構造物の大規模修繕・更新費用

■今後20年間で運営赤字とは別に必要となる土木構造物の大規模修繕・更新費用

※ 金額は億円未満を四捨五入して表示しています。

釧

網

線

東

釧

路

・

網

走

間

設備概況 費用内訳（単位：億円）

種別 数量 項目 数量 費用 計

橋りょう 136橋

①鋼橋の腐食対策 78橋(128連) 8
11

②鋼橋の亀裂対策 26連 3

トンネル 3箇所 覆工材料の劣化・剥落対策 3箇所 20 20

経年進行に伴う恒常的な維持管理費用の増加 2 2

計 33 33

17



⑭車両の更新費用

■今後20年間で運営赤字とは別に必要となる車両の更新費用

１ 車両の現状及び更新の考え方
・ 全車両が更新時期を迎えるため、新製車両への更新が必要
・ 一般用の新製車両については、現在試作車を製作中である電気式気動車を想定

２ 今後20年間の車両更新費用
１の考え方に基づき算出した今後20年間の車両更新費用は以下のとおりです。
なお、更新車両数は平成29年４月時点のダイヤを前提として算出しています。
また、観光列車用（ノロッコ号、ＳＬ等）の車両は含んでいません。

（単位：両、億円）

※ 金額は億円未満を四捨五入して表示しています。

線 区 更新車両数 車両更新費用

釧網線（東釧路～網走間） 8 16
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